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～第 210 臨時国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動主催 10.12 定例国会行動～ 

 

ようやく召集された第 210 臨時

国会、来週 17 日からいよいよ衆参

予算委員会が開催されます。安倍元

首相「国葬」の強行や自民党と統一

協会の癒着問題、異常な円安と物価

高騰対策と問題は山積しています

が、岸田政権の支持率低下はとまり

ません。こうしたなか、三者共催に

よる第 1 回目の定例国会行動は、

10 月 12 日、全日本民医連の宮澤洋子常駐理事による司会のもとに 150 人が参加。行動の最後には、自治

労連の小原徹也中央執行委員による音頭で「改憲と大軍拡は許さない！」などと声をあげ、たたかう決意を

新たにしました。当日は、神奈川、埼玉、東京土建による国会行動もとりくまれました。 

 

改憲・大軍拡ではなく、いのち・暮らしを守る政治の実現のために共同を広げよう！ 

 

一番の経済対策である消費税減税で、暮らしと生業(なりわい)を応援すべき！ 

 

 

 

主催者を代表して挨拶をおこなった国民大運動の小畑雅子代表世話人（全労連議長）は、 

法的根拠もなく閣議決定のみの国葬強行、統一協会と政治をめぐる問題に、長引くコロ

ナ禍や低賃金、物価高騰で苦しむ国民の怒りが大きく渦巻き「黄金の 3 年間どころか、

この間のたたかいが岸田政権を追い詰める情勢を作り出してきた」こと、防衛力強化や

改憲発議の踏み込んだ所信表明演説発言を受けて、改憲発議を許さないたたかいの重要

性との 2 点を強調。「改憲・大軍拡ではなく、いのちと暮らしを守る政治の実現に、力を

合わせて共同を広げよう」とよびかけました。 

 

国会情勢を報告した日本共産党の岩渕友参議院議員は、「内閣支持率の低下は経済対策

に期待ができないからであり、消費税減税が一番の経済対策だ」と強調し、インボイス制

度、原発再稼働や新増設、大軍拡予算などについても批判。「国葬問題や自民党と統一協会

の癒着など国民の世論と運動が岸田政権を追い詰めており、情勢が大きな潮目を迎えてい

る」と指摘。臨時国会でも野党共闘で力を合わせて運動を広げようとの市民連合との懇談

を報告し「国会論戦のなかでも皆さんと運動を大きく広げながら、私たちも全力で頑張る」

と決意を述べました。 

 



追い詰められても憲法改正だけは意欲を示す岸田首相、改憲は絶対に許さない！ 

 

フリーランスが安心して働き生活できる新法の制定を！ 

 

                                                                 

ミサイルより｢ケア｣の充実を！ 憲法改悪と介護保険制度大改悪 STOP！ 

 

それぞれの分野で大いに声にあげて、攻めに攻める秋の臨時国会にしていこう！  

 
 
 

 
第 210 臨時国会（10/3～12/10） 今後の定例国会行動の予定 
 
 
 
 

憲法会議の高橋信一事務局長は、「所信表明演説のなかで『改憲発議』という言葉を 

使ったのは歴代首相のなかで岸田首相が初めてだ」と指摘。さらに、統一協会と一体

である国際勝共連合と自民党のうり二つの憲法改正の動きについて、「追い詰められ

ても憲法改正だけはやろうとしており許してはならない」とし、15 日の憲法講座参

加をよびかけながら、改憲を許さない声をさらに大きくしていくと決意を述べました。 

 

出版労連出版ネッツの樋口聡委員長は、これまでの運動によりやっと今国会で

提出されるフリーランス新法案について、フリーランスを守る法律がなかった

ので法的効力のある取引適正化のための法律ができることは一歩前進だとし

ながらも、「契約解除や不更新への規制を法案に盛り込み、フリーランスが安心

して働き生活する権利が守られる新法を」とたたかうと決意を表明しました。 

 

安保破棄中実委の林竜二郎事務局次長は、「原発再稼働反対や戦争法のたたか

いのなかで、市民と野党の共闘が運動を大きくし、全国で声をあげる広がりがつ

くられてきた。岸田政権の正体は国民的には暴かれている状況だ」と指摘。「それ

ぞれの分野で大いに声をあげて、攻めに攻めるこの秋の臨時国会にしていこう」

とよびかけて行動提起をおこないました。 

◆  12:15～13:00    ◆衆議院第 2 議員会館前     ◆隔週の水曜 

◆ 10 月 26 日、 11 月 9 日、 11 月 30 日    

 
 

◆ 10 月 19 日(水)18:30～19:30 第 83 回 19 日行動  議員会館前 
◆ 10 月 20 日(木)13:00～15:30 いのち・くらし・社会保守まもれ！国民集会 日比谷野音 
◆ 10 月 21 日(金)13:00～ 年金一揆・フェスタ 日比谷野音 1:00～11:30 厚労省前集会 
 

 

中央社保協の林信悟事務局長は、10 月から強行した後期高齢者医療費窓口負担 

2 倍化は凍結すべきだとし、いま介護保険部会で審議されている介護利用料の 2 割

化やケアプランの有料化など、史上最悪の大改悪は許さないと表明。また、従来の

保険証を原則廃止し、マイナ保険証を強制する政府の取組に対しても強く批判し

「国民の基本的な権利である社会保障を建て直すために全力をあげてたたかう」と

決意を述べました。 

 


